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は
じ
め
に

　

筆
者
は
第
一
〇
号
に
お
い
て
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
立
教
中
学
校

の
「
学
校
自
治
体
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
、
学
校
市
制
制
定
の

背
景
、
原
型
、
お
よ
び
学
内
外
か
ら
の
評
価
に
つ
い
て
述
べ

た
（1）

。
学
校
市
制
は
一
九
二
六
年
に
始
ま
り
、
戦
時
期
の
中
断
を

経
て
四
六
年
に
復
活
し
、
そ
の
後
五
七
年
に
生
徒
委
員
会
に
改
組

さ
れ
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
戦
前
期
の
学
校
市
制
に

つ
い
て
は
、
議
事
録
「
学
校
市
諸
記
録
」
か
ら
あ
る
程
度
動
向
を

知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
四
六
年
の
復
活
以
降
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
議
事
録
等
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
改
組
の
過
程
や
議
事

内
容
な
ど
不
明
な
部
分
が
多
い
。

　

戦
後
の
学
校
市
制
に
つ
い
て
は
、
立
教
中
学
校
学
友
会
誌
『
い

し
ず
え
』
所
載
の
伊
藤
俊
太
郎
の
論
考

（2）

が
最
も
詳
し
い
。
伊
藤

は
戦
後
の
学
校
市
制
に
つ
い
て
「
風
紀
部
・
衛
生
部
と
い
っ
た
執

行
機
関
が
な
く
な
り
、
区
会
・
市
会
は
単
な
る
下
意
上
達
の
伝
達

機
関
で
あ
り
議
決
機
関
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
た
」
と
し
て
お

り
（3）

、
し
ば
し
ば
制
度
の
手
直
し
が
な
さ
れ
た
後
生
徒
委
員
会
に

改
組
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
組
織
再
編
の
過
程
に
つ
い
て

は
詳
細
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、

立
教
中
学
校
「
職
員
会
議
録
」（4）

等
の
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
論
考
の
再
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
学
校
市
制
が
生
徒
委

員
会
に
改
組
さ
れ
る
ま
で
の
組
織
再
編
の
過
程
お
よ
び
そ
の
背
景

に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）
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（
１
）
学
校
市
制
復
活
時
の
組
織

　

第
一
〇
号
で
述
べ
た
通
り
、
学
校
市
制
は
生
徒
・
教
職
員
一
体

の
「
学
校
自
治
体
」
で
あ
り
、
設
立
当
初
の
組
織
は
区
会
・
市

会
・
参
事
会
と
い
っ
た
議
決
機
関
と
、
風
紀
部
・
衛
生
部
・
設
備

部
と
い
っ
た
執
行
機
関
か
ら
成
っ
て
い
た

（5）

。
そ
の
後
戦
時
中
の

学
校
報
国
団
設
立
に
伴
い
、
一
九
四
一
年
六
月
に
一
旦
解
散
し
て

い
る
も
の
の
、
戦
後
四
六
年
九
月
に
復
活
し
て
い
る
。「
学
校
市

諸
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
戦
後
第
一
回
の
参
事
会
及
び
市
会
に
お
い

て
は
、
生
活
部
・
衛
生
部
・
設
備
部
の
主
事
（
部
長
／
顧
問
の
教

師
）
が
出
席
し
て
い
る

（6）

。
戦
前
の
組
織
と
比
較
す
る
と
、
風
紀

部
が
生
活
部
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
執
行
機
関
は
旧
に
復
す
る

か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
四
八
年
の
参
事

会
の
記
録
を
見
る
と
、「
社
会
生
活
部
（
小
林
氏
）
設
備
部
（
露

木
氏
）
衛
生
部
（
高
橋
昊
氏
）
ヨ
リ
夫
々
挨
拶
ア
リ
」
と
な
っ
て

い
る
。『
立
教
新
聞
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
社
会
生
活
部
は

「
学
校
内
外
の
学
生
の
風
紀
を
定
め
る
使
命
を
持
っ
て
ゐ
」
た
よ

う
で
あ
る

（7）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
後
の
学
校
市
制
に
お
け
る
執

行
機
関
は
、
戦
前
の
風
紀
部
が
戦
後
、
生
活
部
・
社
会
生
活
部
と

名
称
を
変
更
し
た
の
み
で
、
そ
の
組
織
・
活
動
内
容
自
体
に
は
大

き
な
変
更
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

議
決
機
関
に
つ
い
て
も
、
区
会
・
市
会
・
参
事
会
の
組
織
は
そ

の
ま
ま
戦
後
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
区
会
と
は
各
ク
ラ
ス
の
生

徒
か
ら
一
五
名
ず
つ
が
選
出
さ
れ
て
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

市
会
は
区
会
議
員
中
得
票
上
位
者
三
名
ず
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
参
事
会
は
市
長
（
校
長
）、
区
長
・
各

部
主
事
（
い
ず
れ
も
教
職
員
）
お
よ
び
四
・
五
年
生
の
市
会
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
討
議
さ
れ
る
議
題
は
ま
ず
区
会

に
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
参
事
会
・
市
会
の
順
に
通
過
し
て
い
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
復
活
後
の
議
決
機
関
に
お
い
て

は
、「
唯
学
校
側
か
ら
動
議
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
の
賛
否
が
問
は

れ
る
と
議
員
の
大
半
が
手
を
上
げ
て
可
決
す
る
」
と
い
う
状
態

で
、
そ
の
活
動
は
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（8）

。

（
２
）
一
九
四
九
年
に
お
け
る
市
制
改
革
の
動
き

　

そ
の
よ
う
な
学
校
市
制
に
対
し
、
一
九
四
九
年
に
入
る
と
改
革

の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。【
表
】
に
四
九
年
か
ら
生
徒

委
員
会
が
成
立
す
る
五
六
年
ま
で
の
立
教
中
学
校
「
職
員
会
議

録
」
に
お
け
る
学
校
市
制
に
関
す
る
記
事
を
抜
粋
し
た
が
、
そ
れ

を
見
る
と
四
九
年
の
記
録
に
は
「
市
制
改
革
委
員
会
」
の
文
字
が

た
び
た
び
表
れ
て
い
る
。
こ
の
「
市
制
改
革
委
員
会
」
は
教
員
の

み
の
組
織
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
同
時
に
生
徒
で
あ
る
「
市
・
区
会

議
員
を
し
て
考
究
せ
し
め
」
て
お
り
（
四
九
年
四
月
一
二
日
付
）、

さ
ら
に
「
生
徒
ガ
各
ク
ラ
ス
デ
色
々
ノ
部
ヲ
設
ケ
テ
、
実
施
シ
テ

ヰ
ル
、
状
況
ヲ
、
シ
バ
ラ
ク
見
テ
カ
ラ
」
教
員
の
委
員
会
を
行
う
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と
し
て
い
る
（
同
年
五
月
三
〇
日
付
）。

　

こ
う
し
て
各
ク
ラ
ス
で
策
定
さ
れ
た
学
校
市
制
改
革
案
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

三
年
一
・
二
・
三
組
ハ
従
来
ノ
区
会
ノ
三
部
制
ヲ
以
テ
運
営

シ
、
教
師
ハ
、
オ
ヴ
サ
ー
ヴ
ァ
ー
位
置
、
四
組
ハ
区
分
ケ
ヲ

止
メ
テ
、
交
代
制
デ
、
三
部
制
ヲ
、
ソ
ノ
儘
生
カ
シ
テ
行

フ
。

二
年
一
組　

�

総
務
（
庶
務
・
会
計
）、
文
化
（
宗
教
・
学

習
・
新
聞
・
図
書
）、
体
育
（
運
動
・
衛
星
）、

設
備
（
掃
除
・
美
化
）、
風
紀
、
ノ
五
部
ニ
分

ケ
、
部
長
、
委
員
ハ
区
会
議
員
ノ
中
ヨ
リ
選

ビ
、
他
ノ
全
員
ハ
部
員
ト
ス
。
各
部
ガ
立
案
・

実
行
ス
ル
ガ
、
決
定
シ
タ
事
ハ
主
任
ノ
採
択
ヲ

経
ル
。
尚
、
活
躍
シ
ナ
イ
部
ハ
除
名
ス
ル
ト
云

フ
約
束
。

　
　

二
組　

�

従
来
ノ
三
部
制
ヲ
以
テ
運
営
、
社
会
生
活
部
ヲ

強
化
シ
、
会
計
部
ヲ
新
設
ス
。

　
　

三
組　

�

会
計
、
宗
教
、
美
化
、
連
絡
、
配
給
、
出
席
、

新
聞
ノ
七
部
ニ
分
ケ
、
校
友
会
各
部
ヨ
リ
一
名

宛
連
絡
係
ヲ
出
ス
。
議
長
ヲ
市
会
議
員
、
区
会

議
員
中
ヨ
リ
選
出
シ
、
三
名
ノ
書
記
ヲ
置
ク
。

校
友
会
各
部
ヨ
リ
ノ
連
絡
係
ノ
活
躍
不
十
分
ナ

リ
。
尚
、
ク
ラ
ス
デ
決
定
シ
タ
コ
ト
ガ
全
校
ニ

関
係
ア
ル
時
、
何
時
モ
実
施
ス
ベ
キ
機
関
ニ
活

躍
ガ
ナ
イ
ノ
ニ
不
満
ノ
意
ヲ
表
シ
ツ
ツ
ア
リ
。

　
　

四
組　

�

計
画
、
風
紀
、
会
計
、
美
化
ノ
四
部
ニ
分
ツ（
マ
マ
）。

各
列
毎
ニ
部
員
ヲ
決
定
、
部
長
ハ
当
分
置
カ
ズ

ニ
、
合
議
制
ト
ス
。
風
紀
・
会
計
ノ
両
部
ハ
活

躍
十
分
ナ
レ
ド
モ
計
画
・
美
化
ハ
未
ダ
シ
。

尚
、
計
画
部
ト
各
部
ト
ノ
連
絡
強
化
ノ
面
ニ
考

慮
ス
ベ
キ
点
ア
リ
。
全
員
ノ
意
向
ト
シ
テ
、

市
・
区
会
ハ
従
前
通
リ
存
置
シ
、
部
ノ
改
廃
ヲ

行
フ
ベ
キ
デ
ア
ル
ト
ノ
主
任
ヘ
ノ
申
達
ア
リ
。

一
年
一
組　

�

総
務
、
整
理
、
掃
除
、
体
育
、
向
学
、
藝
能
、

七
部
ニ
全
員
ヲ
分
ケ
状
況
ヲ
観
察
中
。

　
　

二
組　

�

文
化
、
学
習
、
親
善
、
工
作
、
体
育
、
宗
教
、

衛
星
、
会
計
、
八
部
ニ
全
員
ヲ
分
ケ
、
部
長
、

書
記
ヲ
各
部
ニ
一
名
宛
配
置
ス
。

　
　

三
組　

�

従
来
ノ
三
部
制
ニ
準
拠
シ
、
主
任
ノ
仕
事
ヲ
減

ラ
ス
。

　
　

四
組　

�

級
長
三
名
ガ
中
心
ニ
ナ
リ
総
ベ
テ
ノ
事
ヲ
ナ

ス
。 

（9）

　

以
上
の
案
を
見
る
と
、
執
行
機
関
で
あ
る
部
を
増
や
す
方
向
で

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ
る
が
、
現
状
維
持
を
望
ん
で
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い
る
ク
ラ
ス
も
多
い
。
こ
れ
を
受
け
、「
職
員
会
議
録
」
に
お
い

て
は
、「
取
敢
エ
ズ
、
第
二
学
期
ヨ
リ
級
代
表
ヲ
市
会
ニ
参
加
サ

シ
メ
、
区
会
ト
交
互
ニ
必
ズ
月
一
回
ハ
市
会
ヲ
開
イ
テ
、
学
校
全

体
ト
シ
テ
行
フ
ベ
キ
、
各
級
ノ
提
案
ヲ
討
検
セ
シ
メ
、
併
セ
テ
、

自
治
組
織
ヲ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
カ
ヲ
考
ヘ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
ス
」
と
し

て
、
二
学
期
よ
り
本
格
的
に
学
校
市
制
改
革
に
つ
い
て
討
議
し
て

い
く
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る

（10）

。

　

そ
の
後
の
討
議
の
様
子
に
つ
い
て
、
同
年
の
「
職
員
会
議
録
」

に
は
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、『
立
教
新
聞
』
に
詳
細
が
書
か

れ
て
い
る
。
九
月
二
二
日
付
の
同
新
聞
（
第
一
二
号
）
に
は
以
下

の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

市
区
会
自
治
制
度
に
関
す
る
そ
の
後
の
動
き
が
、
こ
の
程
教

職
員
会
議
に
お
い
て
旧
来
の
市
区
会
制
を
暫
定
的
に
続
け
る

事
に
決
定
さ
れ
た

即
ち
夏
季
休
暇
教
職
員
会
議
に
お
い
て
こ
の
改
革
問
題
に
関

す
る
最
後
的
決
定
を
施
す
べ
く
審
議
さ
れ
た
結
果
、
新
自
治

体
制
の
原
案
の
不
備
、
生
徒
の
総
意
が
明
確
で
な
い
事
な
ど

を
理
由
に
第
二
学
期
当
初
は
一
応
、
旧
来
の
市
区
会
制
を
暫

定
的
に
行
う
こ
と
に
決
定
し
た

し
か
し
現
制
度
を
永
久
的
に
続
行
す
る
意
志
は
、
教
職
員
間

に
お
い
て
も
更
に
な
く
、
今
後
の
生
徒
総
意
を
基
盤
に
し
て

永
久
性
の
あ
る
確
定
的
な
制
度
を
決
定
し
た
い
旨
の
意
向
を

持
っ
て
い
る
、
そ
の
要
点
は
従
来
の
非
活
動
的
な
点
を
よ
り

実
際
に
そ
く
し
た
組
織
を
先
生
、
生
徒
が
新
し
く
生
み
出

す
と
い
う
点
に
あ
る
模
様
で
あ
る
。（11）

　

以
上
の
よ
う
に
、
職
員
会
議
で
は
二
学
期
以
降
も
従
来
の
学
校

市
制
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
恒
久
的
に

続
け
る
意
志
は
な
く
、「
生
徒
総
意
を
基
盤
に
し
て
永
久
性
の
あ

る
確
定
的
な
制
度
」
を
確
立
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
の
別
の
記
事
に
お
い
て
、
小
林
保
社
会
生
活
部
長

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

学
校
自
治
会
の
組
織
は
全
て
生
徒
の
手
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

の
が
望
ま
し
い
、
会
長
等
も
全
て
生
徒
の
中
か
ら
選
出
す
べ

き
で
あ
る
、
し
か
し
諸
君
ら
も
所
謂
学
生
ら
し
い
行
動
の
わ

く
を
外
さ
ぬ
様
に
心
が
け
て
、
学
校
の
運
営
、
教
育
方
針
等

に
関
し
て
は
立
入
る
べ
き
で
な
い
、
要
す
る
に
全
て
の
物
事

の
本
質
を
つ
か
み
、
そ
の
線
に
そ
っ
て
行
動
し
て
欲
し
い

　

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
立
教
中
学
校
教
員

の
間
で
は
、
教
職
員
が
市
長
（
会
長
）
等
の
役
員
を
務
め
る
学
校

市
制
を
改
め
、
全
て
生
徒
の
手
に
よ
る
生
徒
自
治
制
度
を
「
生
徒

総
意
を
基
盤
と
し
て
」
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
学
校
の
運
営
や
教
育
方
針
に
は
立
ち
入
ら
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せ
な
い
、
と
い
う
制
約
の
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
〇
月
二
〇
日
の
同
新
聞
（
第
一
三
号
）
に
お
い
て

は
、
学
校
市
制
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

二
学
期
の
頭

（
マ
マ
）初
、
職
員
あ
る
い
は
生
徒
の
間
で
論
議
の
的
と

な
っ
て
い
た
市
会
制
自
治
制
度
の
改
革
問
題
は
、
そ
の
後
多

数
の
先
生
方
の
か
げ
な
が
ら
の
努
力
の
結
果
、
将
来
を
明
か

る
く
見
通
せ
る
方
向
に
進
展
し
つ
つ
あ
る

即
ち
本
紙
第
十
三
号
（
十
二
号
の
誤
り
か
―
―
筆
者
注
）
で

の
報
道
直
後
、
こ
の
改
革
問
題
に
関
す
る
教
職
員
会
議
を
開

催
し
、
そ
こ
で
慎
重
に
討
議
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
全
責
任
を

教
職
員
数
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
重
要
問
題
審
議
小

委
員
会
に
委
託
す
る
こ
と
に
決
定
、
同
委
員
会
で
は
そ
れ
に

応
じ
て
毎
週
木
曜
放
課
後
に
集
会
を
開
き
市
区
会
制
自
治
制

度
の
検
討
、
新
自
治
体
制
の
原
案
作
成
に
従
事
し
て
い
る
、

現
状
で
は
未
だ
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
ま
で
に
は
進
展
し
て

い
な
い
が
委
員
の
大
部
分
の
意
向
は
現
状
の
市
区
制
を
存
続

さ
せ
そ
の
欠
点
（
市
会
と
学
友
会
が
相
反
し
た
方
向
に
進

み
、
両
存
在
が
遊
離
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
）
に
多

少
の
改
善
を
加
え
る
程
度
に
落
着
か
せ
た
い
模
様
で
今
後
の

成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る

（12）

　

以
上
を
見
る
と
、
前
号
に
お
い
て
は
「
生
徒
の
総
意
を
基
盤
と

し
て
」
制
度
を
確
立
す
る
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
完
全
な
る
教

師
主
導
で
改
革
案
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
改

革
案
の
中
身
は
、
市
会
と
学
友
会

（13）

と
の
関
係
性
の
改
善
等
を
除

け
ば
、
現
状
維
持
の
方
向
に
進
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
が
一
九
四
九
年
に
起
こ
っ
た
一
連
の
学
校
市
制
改
革
の
動

向
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
改
革
の
動
き
が
見
ら
れ
た
背
景
と
し

て
は
、
そ
の
前
年
に
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
旧
制
立
教
中
学
校
が

新
制
立
教
中
学
校
お
よ
び
新
制
立
教
高
等
学
校
に
分
離
し
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る

（14）

。
伊
藤
（
一
九
九
〇
）
は
、「
新
学
制
に
な
っ

て
中
学
校
が
五
年
制
か
ら
三
年
制
に
改
ま
っ
た
の
で
、
生
徒
の
指

導
力
・
実
行
力
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
お

り
（15）

、
そ
う
し
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
四
九
年
に
改
革
の
動
き

が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
３
）「
生
徒
会
」
へ
の
改
編
の
動
き
（
一
九
五
二
年
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
に
お
い
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
学
校
市
制
改
革
の
動
向
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
現
状
維
持
の

方
向
に
収
束
し
、
翌
五
〇
年
に
入
る
と
「
職
員
会
議
録
」
に
も

『
立
教
新
聞
』
に
も
改
革
に
関
す
る
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

し
か
し
、
一
九
五
二
年
に
入
る
と
そ
の
動
き
は
再
燃
し
、「
職
員

会
議
録
」
の
中
に
「
生
徒
会
」
と
い
う
名
称
で
登
場
す
る
よ
う
に
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な
る
（【
表
】
参
照
）。
五
月
一
日
付
の
記
録
に
よ
る
と
、
生
徒
会

の
下
部
組
織
と
し
て
自
治
会
（
市
会
・
区
会
）
と
学
友
会
を
位
置

付
け
、
生
徒
会
が
生
徒
大
会
を
開
催
す
る
よ
う
な
組
織
案
が
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
一
二
日
付
の
記
録
掲
載
の
組
織
図
で

は
、
市
会
・
区
会
、
学
友
会
と
並
ん
で
「
評
議
員
会
」
と
い
う
組

織
名
が
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
そ
の
前
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
の
影

響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
っ

て
、
中
学
校
の
特
別
教
育
活
動
の
中
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
生
徒

会
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
生
徒
集
会
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
生
徒
会
設
置
の
理
由
お
よ
び
そ
の
性
格
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

生
徒
会
は
、
生
徒
を
学
校
活
動
に
参
加
さ
せ
、
り
っ
ぱ
な

公
民
と
な
る
た
め
の
経
験
を
生
徒
に
与
え
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
徒
は
、
生
徒
会
の
活
動
に
よ
っ
て
、

民
主
主
義
の
原
理
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
奉
仕
の
精
神

や
協
同
の
精
神
を
養
い
、
さ
ら
に
団
体
生
活
に
必
要
な
道
徳

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
生
徒
会
は
、
全

校
の
生
徒
が
会
員
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
学
校
に
籍
を
置
く

も
の
は
、
そ
の
ま
ま
皆
会
員
と
な
っ
て
、
会
員
の
権
利
と
義

務
お
よ
び
責
任
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

　

生
徒
会
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
代
表
か
ら
組
織
さ

れ
て
い
る
生
徒
評
議
会
や
そ
の
な
か
に
設
け
ら
れ
る
い
く
つ

か
の
委
員
会
が
必
要
で
あ
る
。
生
徒
評
議
会
や
こ
れ
ら
の
委

員
会
は
、
い
ろ
い
ろ
な
規
則
を
つ
く
っ
た
り
、
こ
れ
を
実
行

す
る
仕
事
を
受
け
持
つ
の
で
あ
る
。
全
生
徒
は
こ
れ
ら
の
評

議
会
や
委
員
会
を
通
じ
て
、
学
校
生
活
を
改
善
す
る
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
解
決
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。（16）

　
「
職
員
会
議
録
」
に
は
「
生
徒
会
」
や
「
評
議
員
会
」
に
関
す

る
趣
旨
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
学
習
指
導
要
領
の
記
述
が
少

な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
４
）
生
徒
委
員
会
へ
と
改
組
（
一
九
五
六
年
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
の
改
革
案
に
お
い
て
は
、「
生

徒
会
」
や
「
評
議
員
会
」
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
が
提
議
さ
れ

た
。
そ
の
後
再
び
改
革
の
動
き
は
途
絶
え
て
し
ま
い
、
五
四
年
に

新
た
に
校
内
風
紀
・
美
化
を
取
り
締
ま
る
週
番
制
度

（17）

を
設
け
た

以
外
は
特
に
改
革
の
動
き
も
な
く
、
市
会
や
区
会
も
従
来
通
り
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
六
年
に
入
る
と
、
学
校
市
会

を
毎
月
一
回
必
ず
行
う
よ
う
に
す
る
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
市
会
議

員
の
議
長
・
副
議
長
を
必
ず
置
く
な
ど
の
、
具
体
的
な
改
革
が
な
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さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（【
表
】
参
照
）。

　

そ
し
て
、
一
〇
月
二
五
日
付
の
「
職
員
会
議
録
」
に
は
生
徒
部

報
告
と
し
て
、「
各
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
以
外
に
学
年
会
を

つ
く
り
、
市
会
に
代
る
も
の
と
し
て
生
徒
会
委
員
会
を
を
作
る
」

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
伊
藤
（
一
九
九
〇
）

は
、「
こ
の
様
に
組
織
を
改
め
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
新
制

度
で
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
名
称
が
昔
な
が
ら
の
市
制
の
名
称
と

重
複
し
て
、（
中
略
）
組
織
の
混
乱
は
甚
だ
し
く
」、「
そ
こ
で
、

本
校
の
自
治
組
織
を
い
か
に
し
て
時
代
に
即
し
た
も
の
に
し
て
行

く
か
、
が
生
徒
指
導
を
目
的
と
す
る
教
員
組
織
『
生
徒
部
』
の
研

究
課
題
と
な
り
、
そ
の
企
画
係
担
当
の
保
田
孝
の
手
に
委
ね
ら
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る

（18）

。
保
田
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
原
案
は
、
次

頁
掲
載
の
【
図
】（19）

の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
学
年
会
・
生
徒
会
の
基
盤

と
な
っ
て
お
り
、
学
年
会
委
員
や
生
徒
会
委
員
も
各
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
年
会
・
生

徒
会
で
は
、
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
お
け
る
生
徒
全
員
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
議
案
を
討
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
の

学
校
市
制
に
お
い
て
も
、
前
述
の
通
り
各
ク
ラ
ス
の
代
表
と
し
て

区
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、
議
員
同
士
の
話
し
合
い
は
行
わ
れ
て
い

た
も
の
の
、
必
ず
し
も
各
ク
ラ
ス
の
総
意
を
反
映
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
基
盤
と
し
た
生
徒
会
を
作
る
こ
と

に
よ
り
、
五
一
年
改
訂
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
「
全
校
の
生

徒
が
会
員
と
な
」
り
、「
会
員
の
権
利
と
義
務
お
よ
び
責
任
を
も

つ
」
生
徒
自
治
組
織
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

保
田
の
原
案
は
そ
の
後
、
生
徒
部
や
職
員
会
議
に
お
け
る
審
議

を
経
て
、
生
徒
委
員
会
制
度
と
し
て
確
立
し
、
一
九
五
七
年
五
月

に
発
足
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
学
校
市
制
は
発
展
的
解
消
を
遂
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
立
教
中
学
校
に
お
い
て
は
戦
後
、
生

徒
・
教
職
員
の
「
学
校
自
治
体
」
で
あ
る
学
校
市
制
の
改
革
が
三

回
に
わ
た
っ
て
模
索
さ
れ
、
結
果
的
に
生
徒
自
治
組
織
で
あ
る
生

徒
委
員
会
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
そ
の
一
連
の
改
革
の
背
景
に
あ
る

も
の
と
し
て
は
、
①
学
制
改
革
に
よ
っ
て
中
学
校
が
五
年
制
か
ら

三
年
制
と
な
っ
た
こ
と
、
②
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
っ
て
、
中

学
校
に
生
徒
全
員
参
加
の
生
徒
会
を
作
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ

と
、
③
そ
れ
ら
新
制
度
や
度
重
な
る
改
革
に
よ
る
混
乱
、
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

組
織
に
つ
い
て
見
る
と
、
戦
後
、
戦
前
の
組
織
を
ほ
ぼ
踏
襲
す

る
か
た
ち
で
学
校
市
制
の
執
行
機
関
・
議
決
機
関
が
復
活
し
て
お

り
、
こ
の
点
執
行
機
関
は
な
く
な
っ
た
と
す
る
伊
藤
の
指
摘
は
正

確
さ
を
欠
い
て
は
い
る
も
の
の
、
①
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
執
行

機
関
が
弱
体
化
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
議
決
機
関
に
し
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学
友
会

（
特
別
委
員
会
）

　
　
学
級
委
員
二
名
）

（
各
Ｈ・
Ｒ
よ
り

　
学
級
委
員
三
名
）

（
各
Ｈ・
Ｒ
よ
り

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

キ
ャ
プ
テ
ン

15名 15名 15名

Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ

（1年）

学年会

Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ

（3年）

学年会

30名

Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ
Ｈ・
Ｒ

（2年）

学年会

生徒会
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て
も
、
元
来
、
一
九
二
五
年
の
「
普
通
選
挙
の
成
立
に
よ
り
、
生

徒
た
ち
に
学
校
の
中
で
自
治
訓
練
を
行
う
必
要
性
」（20）

か
ら
創
設

さ
れ
た
制
度
で
あ
る
た
め
、
②
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
戦
後
の
新
し

い
風
潮
に
は
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
資
料
の
制
約
か
ら
仮
説
の
域
を
出
な
い
部
分
も
多
々
あ

る
が
、
戦
後
の
学
校
市
制
改
革
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
今
後
さ
ら
に
資
料
を
集
め
、
学
校
市
の
活
動
等
を
含
め
、
可

能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〈
謝
辞
〉

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
藤
俊
太
郎
氏
よ
り
貴
重
な
資

料
お
よ
び
証
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン

タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
研
究
員
の
方
々
か
ら
も
、
多
く
の
助

言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

註（1）　

拙
稿
「
研
究
ノ
ー
ト　

立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察
」（『
立
教
学

院
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、
二
六
―
四
七
頁
）

（2）　
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

十
一
、
軌
道
に
乗
っ
た
新
学
制
」（『
い
し
ず
え
』

第
四
〇
号
、
一
九
九
〇
年
）、「
生
徒
委
員
会
の
あ
ゆ
み
」（『
い
し
ず
え
』
第
八

号
、
一
九
五
九
年
）、「
自
治
活
動
の
あ
ゆ
み
」（『
い
し
ず
え
』
第
十
七
号
、
一
九

六
八
年
）

（3）　

前
掲
「
生
徒
委
員
会
の
あ
ゆ
み
」
八
六
頁

（4）　

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
。
一
九
四
九
年
四
月
よ
り
五
〇
年

九
月
ま
で
の
記
録
に
つ
い
て
は
「
週
会
記
録
」、
五
〇
年
一
〇
月
以
降
の
記
録
は

「
職
員
会
議
録
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
双
方
と
も

に
「
職
員
会
議
録
」
と
表
記
す
る
。
尚
、
四
八
年
三
月
以
前
の
記
録
は
現
存
し
な

い
。

（5）　

戦
前
期
の
学
校
市
制
の
組
織
に
つ
い
て
は
、『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
一
〇
号

二
七
頁
の
図
を
参
照
の
こ
と
。

（6）　
「
学
校
市
諸
記
録
」
一
九
四
六
年
九
月
七
日
付
（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学

校
史
料
室
所
蔵
）

（7）　
「
今
年
度
第
一
回　

中
学
市
参
事
会
開
か
る
」（『
立
教
新
聞
』
第
四
号　

一
九

四
八
年
七
月
一
日
）。『
立
教
新
聞
』
と
は
、
立
教
高
等
学
校
新
聞
部
発
行
の
生
徒

新
聞
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
に
立
教
中
学
校
新
聞
部
が
独
自
に
『
立
教
中
学
新

聞
』
を
発
刊
す
る
ま
で
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
双
方
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。

（8）　
「
論
説　

自
治
学
園
の
確
立
を
」（『
立
教
新
聞
』
第
三
号　

一
九
四
八
年
六
月

一
日
）

（9）　
「
職
員
会
議
録
」
一
九
四
九
年
七
月
一
一
日
付

（10）　

同
前

（11）　
「
市
区
制
問
題　

当
分
は
現
状
の
ま
　ゝ

生
徒
の
総
意
で
方
針
決
定
」（『
立
教

新
聞
』
第
一
二
号　

一
九
四
九
年
九
月
二
二
日
）。
尚
、
本
文
中
の
漢
字
は
新
字

に
改
め
て
い
る
。

（12）　
「
現
制
の
一
部
改
正
か　

教
職
員
委
員
で
慎
重
協
議
」（『
立
教
新
聞
』
第
一
三

号　

一
九
四
九
年
一
〇
月
二
〇
日
）

（13）　

立
教
中
学
校
に
お
い
て
部
活
動
を
統
率
し
て
い
た
組
織
。
学
芸
部
・
運
動
部
・

宗
教
部
か
ら
な
り
、
そ
の
下
に
各
部
活
動
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
学
友
会
の
成
立

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
学
校
市
制
が
設
立
さ
れ
た
一
九
二
六
年
に
は
既
に
存
在
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し
、
そ
の
後
両
者
が
並
存
す
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。

（14）　

新
制
中
学
校
の
発
足
は
一
般
的
に
は
一
九
四
七
年
度
で
あ
る
が
、
立
教
中
学
校

に
お
い
て
は
第
四
・
五
学
年
を
新
制
立
教
高
等
学
校
に
移
行
さ
せ
る
都
合
上
、
四

八
年
度
に
新
制
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

（15）　

前
掲
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀
」
五
六
頁
。
尚
、
新
制
立
教
高
等
学
校
に
お
い

て
は
、
学
校
市
制
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（16）　
「
中
学
校
の
教
科
と
時
間
配
当
」（『
学
習
指
導
要
領
一
般
編　

試
案
』
一
九
五

【
表
】
立
教
中
学
校
「
職
員
会
議
録
」
学
校
市
制
関
係
記
事

年

月
日

記
事
内
容

1949
4
月
12
日
市
会
・
区
会
の
運
営
を
市
・
区
会
議
員
を
し
て
考
究
せ
し
め
、
尚

之
と
平
行
し
て
教
師
側
か
ら
も
委
員
を
あ
げ
て
考
究
す
る
こ
と

5
月
16
日
市
制
改
革
委
員
会
―
来
週

市
会
―
区
会
ノ
結
果
、
取
上
グ
ベ
キ
モ
ノ
無
キ
ニ
付
、
開
会
セ
ズ
。

5
月
30
日
先
生
方
ノ
市
制
改
革
委
員
会
ハ
生
徒
ガ
各
ク
ラ
ス
デ
色
々
ノ
部
ヲ

設
ケ
テ
、
実
施
シ
テ
ヰ
ル
、
状
況
ヲ
、
シ
バ
ラ
ク
見
テ
カ
ラ
、
行

フ
コ
ト
ト
ナ
ル
。

7
月
4
日
第
二
学
期
ヨ
リ
実
施
ス
ベ
キ
市
制
、
ソ
ノ
他
、
自
治
組
織
ノ
問
題

ヲ
今
学
期
中
ニ
解
決
シ
置
ク
件
（
教
頭
提
案
）
ハ
次
ノ
職
員
会
議

マ
デ
ニ
纏
メ
テ
置
ク
コ
ト
ト
ナ
ル

7
月
11
日
第
一
学
期
ノ
自
治
問
題
ヲ
討
検
シ
第
二
学
期
ヨ
リ
如
何
ニ
発
足
ス

ベ
キ
カ
〔
以
下
、
ク
ラ
ス
毎
の
意
見
あ
り
〕

9
月
19
日
市
民
費
値
上
ノ
件
（
大
沢
事
務
長
提
案
）
―
―
学
期
百
円
又
ハ
五

十
円
ノ
案
ガ
出
タ
ガ
、
ク
ラ
ス
費
ト
ノ
間
ニ
使
徒
ノ
重
複
ス
ル
モ

ノ
等
モ
ア
ル
ニ
付
、
市
制
改
革
委
員
会
ヲ
木
曜
日
、
二
時
三
十
五

分
ヨ
リ
開
催
シ
テ
改
メ
テ
相
談
ス
ル
コ
ト
ト
ス
。

1950
4
月
6
日
市
会
組
織
ノ
相
談
ヲ
、
ソ
ノ
ウ
チ
行
ヒ
タ
シ
。

4
月
19
日
市
会
組
織
（
可
決
）：
議
長
―
―
市
会
議
員
、
顧
問
教
師
―
―
主

事
、
チ
ヤ
プ
レ
ン
、
教
頭
及
各
学
年
代
表
一
名
宛

5
月
22
日
来
週
ノ
月
曜
〔
日
＋
玉
〕
市
会
ヲ
行
フ
。

1951
4
月
12
日
会
議
員
の
数
は
昨
年
度
中
区
会
議
員
四
名
と
い
ふ
市
会
の
決
定
で

あ
る
が
如
何
？

生
徒
部
一
任
。（
生
徒
の
意
見
を
尊
重
し
て
九
名
が
四
名
に
な
つ
て

も
差
支
へ
な
い
）

4
月
19
日

今
学
年
は
保
健
管
理
の
面
な
ど
も
大
い
に
や
っ
て
保
健
班
の
如
き

も
の
を
作
り
同
好
会
形
式
を
つ
く
つ
て
活
動
し
て
み
た
い
と
思
ふ

が
如
何
？
そ
れ
に
対
し
高
昊
先
生
よ
り
区
議
員
の
中
二
名
が
保
健

に
あ
た
る
様
に
し
て
あ
る
か
ら
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
衛

生
委
員
を
保
健
委
員
と
し
て
委
員
会
に
直
属
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
の

意
見
あ
り

市
会
職
員
三
名
（
風
紀
）、
区
会
職
員
一
名
（
庶
務
）
一
名
（
会

計
）
他
二
名
（
衛
生
設
備
）

9
月
5
日
市
会
議
員
、
区
会
議
員
及
び
評
議
員
（
一
年
の
み
）
の
選
挙
を
来

週
水
旺
午
后
よ
り
行
ふ

9
月
13
日

団
体
行
動
が
上
手
に
行
へ
る
様
直
し
て
行
く　

そ
の
指
導
法
を
先

生
方
に
は
か
る

原
案
…
こ
の
次
の
市
会
に
は
か
り
先
輩
方
が
激
を
と
ば
す
。
早
朝

日
で
下
校
時
の
街
頭
指
導
（
生
徒
委
員
に
よ
る
）
月
旺
日
の
礼
拝

の
時
集
合
は
各
組
ゝ
長
が
前
ニ
名
、
後
一
名
つ
き
行
ふ

一
年
改
訂
）

（17）　
「
一
・
二
・
三
年
の
同
一
番
号
の
学
級
に
属
す
る
市
会
議
員
九
名
（
一
学
年
四

学
級
）
が
な
り
、
週
間
目
標
を
か
か
げ
て
、
そ
の
実
行
の
徹
底
を
全
校
に
促
す
。」

（
前
掲
「
自
治
活
動
の
あ
ゆ
み
」
一
六
頁
）

（18）　

前
掲
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀
」
五
六-

五
七
頁
。

（19）　
「
立
教
中
学
校
自
治
制
度
改
革
案
（
生
徒
部
原
案
）」（
伊
藤
俊
太
郎
氏
提
供
）

（20）　

前
掲
拙
稿　

二
九
頁
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9
月
27
日
市
会
の
議
題
の
件
…
昨
日
開
催
し
た
市
会
〔
ボ
ス
ト
ン
バ
ツ
ク
の

件
、
襟
章
の
件
、
上
衣
を
き
る
件
、
ス
ェ
タ
ー
着
用
の
件
、
教
師

側
の
挨
拶
の
件
〕

1952
5
月
1
日
生
徒
部
関
係
と
し
て　

生
徒
部
自
治
会
、
学
友
会
等
の
相
互
関
係

を
は
つ
き
り
し
た
い
と
の
事
で
そ
の
結
論
が
出
た
の
で
報
告
〔
図

あ
り
〕

6
月
12
日
生
徒
会
組
織
の
件
〔
図
あ
り
〕

7
月
3
日
生
徒
会
組
織
の
件　

委
員
数

11
月
27
日
〔
市
会
報
告
〕
区
会
を
逃
が
さ
な
い
様　

充
実
を
は
か
つ
て
貰
ひ
度

い
、
先
生
に
も
う
少
し
厳
格
に
し
て
頂
き
度
い
、
ク
ラ
ス
を
立
派

に
す
る
た
め
に
高
橋
先
生
と
懇
談
を
し
た
い
と
の
要
望
あ
り

1953
2
月
26
日
〔
市
会
報
告
〕
バ
ッ
ヂ
の
件　

自
由
の
場
所
に
つ
け
る

6
月
25
日
〔
市
会
報
告
〕
生
徒
証
の
件
、
修
学
旅
行
は
従
来
通
り
、
生
徒
会
の

組
織
と
運
営
方
法
の
報
告
、
市
会
よ
り
生
徒
会
委
員
を
決
定
、
評

議
員
よ
り
生
徒
会
委
員
を
決
定
、
便
所
の
か
ぎ
を
な
を
し
て
貰
ひ

度
い

9
月
4
日
役
員
改
選　

市
区
員
七
名

12
月
2
日
保
田
氏
…
区
会
市
会
議
員
の
七
名
と
月
一
回
自
分
の
ク
ラ
ス
の
生

徒
と
懇
談
し
て
い
る
が
こ
の
様
な
事
も
考
へ
て
み
た

1954
4
月
8
日
来
週
役
員
改
選　

区
会
四
名　

市
会
三
名　

評
議
員
一
名

6
月
24
日
〔
週
番
の
件
〕
床
、
黒
板
、
用
具
箱
、
机
の
整
と
ん
と
机
上
の
ぞ
う

き
ん
。
紙
屑
箱
の
中
。
机
の
中
の
紙
屑
等
を
検
査
す
る
…
大
沢
氏

原
案　

市
会
に
報
告

9
月
4
日
役
員
改
選
…
区
会
・
市
会
両
議
員
。
来
週
、
大
掃
除
の
日
に
行
ふ
。

11
月
11
日
週
番
の
件
：
市
会
の
決
定
事
項
に
よ
り
週
二
回
掃
除
当
番
を
み
て

廻
る
。
不
意
に
各
教
室
を
み
る

1955
2
月
3
日
学
生
ホ
ー
ル
の
利
用
の
件
：
不
行
儀
な
事
も
あ
り
市
会
と
し
て
は

パ
ン
も
買
い
に
行
か
ず
に
給
仕
の
手
許
で
ま
と
め
て
購
入
す
る
。

う
ど
ん
そ
ば
は
ゆ
る
さ
な
い

便
所
の
紙
・
鏡
・
カ
ギ
・
カ
ッ
プ
等
を
そ
な
え
て
貰
い
度
い

4
月
11
日
生
徒
会
・
市
会
の
件
…
水
曜
日
の
放
課
后

4
月
21
日
市
会
の
決
定
事
項
の
件
…
掃
除
の
時
間
は
放
課
后
、
一
時
間
以
内

に
完
了
の
こ
と

9
月
3
日
役
員
改
選
の
件　

市
会
三
名
、
区
会
四
名

1956
1
月
12
日
学
校
市
会
…
毎
月
一
回
必
ず
行
う

4
月
12
日
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
件
…
市
会
議
員
…
議
長
・
副
議
長
、
区
会
…
企

画
委
員
、
図
書
委
員
・
保
健
委
員
は
必
ず
お
く
こ
と
。

市
会
日
程
：
（
四
・
二
三
）・
（
五
・
七
）・
（
五
・
二
一
）・
（
六
・

一
八
）・
（
七
・
二
）

10
月
25
日
〔
生
徒
部
報
告
〕
各
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
以
外
に
学
年
会
を
つ

く
り
、
市
会
に
代
る
も
の
と
し
て
生
徒
会
委
員
会
を
を
作
る

※
立
教
中
学
校
「
職
員
会
議
録
」
よ
り
筆
者
が
抜
粋
・
作
成
し
た
。
記
事
内
容
に
つ

い
て
は
極
力
原
文
マ
マ
と
し
、
補
足
が
必
要
な
部
分
の
み
〔　

〕
で
注
記
し
た
。


